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R45a SSA22a領域における相関関数の物理的解釈
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最近、すばる望遠鏡による高赤方偏移 Lyα Emitter(LAEs)の集中観測により、Steidelらが発見した z ≃ 3.1の
Lyman Break Galaxies (LBGs) 高密度領域 SSA22周囲に、comovingで 60-100Mpcに及ぶ大規模構造が発見さ
れた (Hayashino et al. 2004)。この構造は、現在標準的な構造形成論となっている CDM理論では 6σ のゆらぎ
に相当し、宇宙全体での期待値が 10−2しかないこと、また高密度領域内においてCDM理論で予言される角度相
関が見られないことなど、単純な CDM構造形成論とは相容れない性質を持っている。
そこで本研究では、このような LAEsの分布が、真に CDM構造形成理論と矛盾したものであるか否かを調べ
るために、銀河分布に影響を及ぼすと考えられるいくつかの要因を検討し、シュミレーションを行った。今回は、
天体同士のクラスタリングを弱くする可能性のあるものとして、「重力レンズ」と「クエーサーなどのUV光によ
る銀河形成阻害」を考えた。前者は天体の見かけの分布を変える効果があり、後者は天体同士のクラスタリング
に負の効果として働く。シュミレーションの結果、これらの効果を入れても、角度相関は依然として残り、SSA22
領域における LAEsの分布を再現することは困難であることがわかった。これは、CDM構造形成論に何らかの
修正が必要であるか否かを考える上で重要な意味をもつ。


